
「お客さまの資産運用及び資産形成をご支援する業務の基本方針」
百十四銀行は、金融庁が公表している国民の安定的な資産形成を図る為の「顧客本位の業務運営に関する原則」（以下、原則とい
います）を採択し、原則に基づき、「お客さまの資産運用・資産形成をご支援する業務の基本方針」を制定するとともに対応関係
を公表しています。
「お客さま・地域社会との共存共栄」を目指す経営理念のもと、お客さまの安定的な資産形成の実現に向けて、「お客さま本位」の
取組みを実践してまいります。

お客さま本位の業務運営

　取組方針（アクションプラン）
①　�「フィデューシャリー・デューティー」の精神に則り、より具体的に行動するための取組方針（アクションプラン）を制定

し実行することで、お客さまの最善の利益を追求し、お客さまのライフプランの実現を目指します。また、方針等の見直し
を定期的に行い、業務運営の改善を図ります。

基本方針１ お客さま本位の業務運営に関する方針の制定・公表等 （原則１に対応）

�「お客さまの資産運用及び資産形成をご支援する業務の基本方針」を制定してお客さま本位の業務運営の実践に努め、継続的な取
組みを通じて、お客さま本位の業務運営の定着を図ります。

　取組方針（アクションプラン）
①　お客さまにご負担いただく手数料等については、交付目論見書等を用いて分かりやすくご説明します。
　　【手数料の対価について】
　　　�当行が受取る手数料は、取引時や継続的な情報提供等にかかる人件費、システム開発・維持管理等にかかるインフラ整備

コスト、各種資料の作成・交付、取引の手続きにかかる事務コスト等を総合的に勘案した対価です。

基本方針４ 手数料等の明確化 （原則４に対応）

�お客さまがご負担する手数料やその他の費用の詳細について、どのようなサービスの対価に関するものかを含めて、分かりやす
くご説明するとともに情報の開示に努めます。

　取組方針（アクションプラン）
①　当行所定の利益相反管理を行うとともに、その適切性についての継続的な検証を行います。
②　�金融商品・サービスの提供会社より手数料の支払いを受ける場合は、お客さまの利益が不当に損なわれることがないよう適

切な管理体制を整備します。
③　�金融商品・サービスの選定は、必要に応じて外部評価機関を活用することで、お客さま本位の商品ラインナップの整備に努
めます。

基本方針３ 利益相反の適切な管理 （原則３に対応）

�お客さまとの利益相反の可能性を正確に把握し、適切に管理する体制を整備し、「利益相反管理方針」に基づき、お客さまの利益
が不当に損なわれることがないよう適切な対応に努めます。

　取組方針（アクションプラン）
①　�お客さまに最適な商品・サービスをお選びいただけるよう、幅広く高品質な商品ラインナップの整備に努めるとともに、商

品導入・改廃プロセスを明確化します。また、資産形成を始めるお客さまに向けて、ご利用いただきやすい商品の充実を図
ります。

②　ゴールベース・アプローチの実践を通じて、お客さまのライフプランに応じた安定的な資産形成をご支援します。
　　【ご提案のポイント】
　　・コアサテライト戦略によるマーケットの影響を受けにくい資産配分
　　　※�コアサテライト戦略とは、運用資金を安定的に運用する「コア」部分と積極的に運用する「サテライト」部分に分けて

考えるもの
　　・「長期・積立・分散投資」に資する積立型商品（積立投資信託、ｉＤｅＣｏ等）の活用
③　�市場動向にあわせて適時適切なアフターフォローを行うとともに、お客さまの投資判断に必要な税制改正などの情報につい
ても迅速・丁寧な対応に努めます。

④　アンケートを通じてお客さまのご意見を顧客本位の業務運営の更なる改善につなげます。

基本方針２ お客さまの最善の利益の追求 （原則２に対応）

�お客さまの最善の利益のため、資産運用及び資産形成のご支援を公正に行うとともに、「フィデューシャリー・デューティー」の
精神に則った業務運営を行います。また、こうした取組みの継続が将来の安定した顧客基盤と収益の確保につながり、企業文化
として定着するよう努めます。
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　取組方針（アクションプラン）
①　�お客さまとのお取引の継続的な拡大や、安定的な資産形成・資産成長に適う取組み等を評価する業績評価体系の構築に取組
みます。

②　�研修・教育体系の整備とともに、通信講座の受講やＦＰなど外部専門資格の取得を支援することで、自らのスキル向上を目
指す役職員の育成に取組みます。

基本方針７ 従業員に対する適切な動機づけの枠組み等 （原則７に対応）

�お客さまの最善の利益を第一に考えた、適切な行動や管理のできる人材の育成を図るため、業績評価体系や研修等、従業員に対
する適切な動機づけの枠組みやガバナンス体制を整備します。また、本方針及び取組状況は、各会議体や研修等にて役職員への
浸透を図ります。

　取組方針（アクションプラン）
①　�お客さまの知識・経験・財産の状況や目的に照らし、ライフプラン等を踏まえた目標資産額や適切な投資割合を検討した上
で最適な商品・サービスをご提案します。

②　�商品カテゴリーの枠にとらわれず、類似商品・サービスや代替商品・サービスとの比較を費用面も含めてわかりやすくご説
明します。

③　ご契約後も継続的なアフターフォローを通して、時間とともに変化するお客さまのご意向にお応えします。
④　�複数の商品・機能等をパッケージ化した金融商品・サービスについては、パッケージ全体がお客さまにふさわしいかについ
て検討し、提供してまいります。

⑤　�ご高齢のお客さまより金融商品・サービスのご相談をいただいた際は、ご家族にもご理解をいただいた上で、お客さまにふ
さわしい金融商品・サービスをご提案します。

⑥　�リスクの高い金融商品・サービスについては、お客さまにふさわしいかを慎重に判断し、ご提案を控えさせていただく場合
もございます。

⑦　�資産形成や資産運用のほか、住宅・教育資金等のローンのご相談や、医療保険・資産承継・遺言に至るまでのご要望を、幅
広く継続的にお応えできる態勢整備に努めてまいります。

⑧　�タブレット端末の活用による申込み手続きのペーパーレス化を進め、お客さまの利便性向上を図ります。また、休日相談拠
点の運営やインターネット取引の利便性向上を図ります。

⑨　�販売担当者が取り扱う金融商品・サービスの仕組みを理解し、お客さまに分かりやすくご説明できるよう、研修等の充実を
図るとともに、お客さまの金融リテラシー向上に資するセミナー、相談会等、情報提供機会の充実に努めます。

⑩　�当行が組成する金融商品・サービスについては、ご提案を行う対象として想定するお客さまについての情報を重要情報シー
トに記載し、それに沿ったご提案を行います。

⑪　�お客さまの最善の利益の実現に向け金融商品の品質向上につなげるため、金融商品をご契約いただいたお客さまに関する属
性情報や、いただいたご意見・ご要望を金融商品の組成に携わる金融事業者や当行の金融商品の組成部門に提供するなど、
情報共有に努めます。

⑫　�金融商品の組成に携わる金融事業者や商品の選定については、金融商品の組成に携わる金融事業者における、お客さまによ
り良い金融商品を提供するための取組みの把握に努め、活用してまいります。

　　�当行の金融商品の組成部門における取組みについても行内で情報共有を行います。

基本方針６ お客さまにふさわしいサービスの提供 （原則６に対応）

�お客さまの資産状況やライフプランを丁寧にお伺いし、お客さまにふさわしい金融商品・サービスの提供に努めます。また、お
客さまから末永い信頼をいただくため、金融商品の組成に携わる金融事業者とも連携し、サービス品質の向上に努めます。

　取組方針（アクションプラン）
①　�金融商品・サービスの販売・推奨等にあたっては、交付目論見書等を用いて複雑さに見合った情報提供を分かりやすく行い
ます。

②　�タブレット端末等を活用して同種の商品の内容と比較し、リスクとリターンの関係などを含めてお客さまに分かりやすい説
明と情報提供を行います。

③　�お客さまへの情報提供の際には、情報の重要性に応じて対応するとともに、より重要な情報については特に強調するなどし
て分かりやすい情報提供に努めます。

④　重要な情報として以下の内容を明示します。
　　・基本的なリターン、値動きの大きさ、変動要因、取引条件
　　・組成会社が想定するお客さま層
　　・選定理由（お客さまのニーズ及び意向を踏まえたものであるとする判断理由）
　　・利益相反の可能性とその具体的内容
　　・�複数の商品・機能等をパッケージ化した金融商品・サービスの場合、単体で購入することの可否や組み合わせることによ

るメリット・デメリットの比較

基本方針５ 重要な情報の分かりやすい提供 （原則５に対応）

�お客さまの投資経験や金融知識を考慮の上、手数料の他、販売・推奨等に係る重要な情報について、誤解を招くことがないよう
に丁寧かつ分かりやすい情報の提供に努めます。

＜補足事項＞
•�当行は、2020年8月5日公表の「金融審議会　市場ワーキング・グループ」からの提言に基づき、お客さまの最適な商品選びの
一助となるよう、金融商品・サービスの重要な情報を記載した「重要情報シート」を導入しております。
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「プロダクトガバナンスに関する基本方針」

　取組方針（アクションプラン）
①　�組成する金融商品の継続した検証により品質向上に努め、お客さまにより良い金融商品を提供します。

プロダクトガバナンスに関する基本方針1 基本理念 （補充原則１に対応）

当行はお客さまの安定的な資産形成に向け、お客さまのニーズにとって最適な商品を組成し、ご提供することを通じて、「お客さ
ま・地域社会との共存共栄」を実現することを理念とし、その理念に沿ったガバナンスの構築と実践を行います。

　取組方針（アクションプラン）
①　�リスク・リターン・コストのバランスを継続検証し、お客さまへの付加価値の提供に努めます。また、検証結果はその後の
金融商品の組成に活用し、必要に応じてプロダクトガバナンス体制の見直しを行います。

②　�ご購入いただいたお客さまの情報やいただいたご意見・ご要望等を行内で連携し、組成した金融商品の検証に活用します。
　　�また、検証結果を踏まえ、販売に携わる役職員のスキル向上につなげます。

プロダクトガバナンスに関する基本方針4 金融商品の組成後の対応 （補充原則４に対応）

組成した金融商品について組成時に想定していた商品性が確保されているか、また、ご提案を行う対象として想定するお客さま
と実際に金融商品をご購入いただいたお客さまの属性が合致しているかの観点から継続的に検証を行い、運用やその後の金融商
品の組成の改善や、必要に応じてプロダクトガバナンス体制の見直しに活用します。
また、金融商品組成部門と販売に携わる役職員の情報連携を行い、商品性や組成の改善に活用します。

　取組方針（アクションプラン）
①　�当行が組成する金融商品の販売においては、商品性に応じて、ホームページに商品特性等の情報提供を行います。
②　�金融商品の商品性に関する情報については、販売に携わる役職員が分かりやすい情報提供を行います。

プロダクトガバナンスに関する基本方針5 顧客に対する分かりやすい情報提供 （補充原則５に対応）

お客さまがより良い金融商品を選択できるよう、プロダクトガバナンス体制について分かりやすい情報提供に努めます。

　取組方針（アクションプラン）
①　�金融商品の組成にあたって預入期間毎にリスク・リターン・コストの合理性を検証し、中長期的に持続可能な商品組成を行
います。

②　�組成する金融商品において想定するお客さまの属性を特定するに当たっては、商品の複雑さやリスク等の金融商品の特性等
に応じて、お客さまの資産状況、取引経験、知識及び取引目的・ニーズ等を基本として具体的に定めます。

③　�お客さまのニーズの把握や、ご提案を行う対象として想定するお客さまの属性の特定に活用し、お客さまにふさわしい金融
商品・サービスを継続的にご提供するため、組成した金融商品について、実際にご購入いただいたお客さまの情報やいただ
いたご意見・ご要望等を行内で連携します。

プロダクトガバナンスに関する基本方針3 金融商品の組成時の対応 （補充原則３に対応）

金融商品の組成にあたってお客さまの真のニーズに対する合理性の検証を行います。また、ご提案を行う対象として想定するお
客さまの属性を特定し、ご提案に携わる役職員が十分理解できるよう情報連携を行います。

　取組方針（アクションプラン）
①　�金融商品の組成・提供・管理の各プロセスにおける品質管理を行い、金融商品のライフサイクル全体を通じたプロダクトガ
バナンスの実効性を検証する体制を整備します。

②　�プロダクトガバナンスの実効性に関する検証等をふまえ、プロダクトガバナンス確保に関する体制を適時見直します。

プロダクトガバナンスに関する基本方針2 体制整備 （補充原則２に対応）

お客さまの最善の利益の追求の実現に向け、金融商品の組成部門において金融商品の販売から償還までのモニタリング体制を構
築します。
モニタリングを通じて、組成・提供・管理の各プロセスにおける品質管理とそのための管理体制を構築します。

＜補足事項＞
•�当行は、運用の外部委託は行いません。（補充原則4（注3））
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お客さま本位の業務運営への取組状況
▌誠実・公正な資産運用・資産形成のご支援
　お客さまの資産形成及び資産成長をご支援するため長期安定運用商品、
積立投資信託のご提案につとめるとともに、長寿社会を見据えた取組みを
強化したことから預り資産残高は増加しました。

（1）預り資産残高推移

2021年3月末基準 2022年3月末基準 2023年3月末基準 2024年3月末基準 2025年3月末基準

一時払保険 1,580 1,655 1,738 2,137 2,296

金融商品仲介 522 513 557 122 97

投資信託 937 1,031 1,005 1,184 1,376

ファンドラップ 0 0 7 7 9

為替特約付外貨定期預金 5 3 8 10 3

合計 3,044 3,202 3,315 3,461 3,781

（単位：億円）

（3）投資信託預り残高上位20銘柄のリスク・リターン・コスト一覧
残高順位 銘柄名 残高（百万円） リスク（％） リターン（％） コスト（％）
1 のむラップ・ファンド（普通型） 11,776 8.43 9.83 1.57
2 のむラップ・ファンド（積極型） 9,424 11.61 15.64 1.74
3 モルガン・スタンレー　グローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし） 4,977 12.34 16.86 2.64
4 日経２２５ノーロードオープン 4,578 15.65 14.63 0.55
5 グローバル・ヘルスケア＆バイオ・ファンド 4,423 14.21 12.27 3.08
6 ダイワ・ＵＳ−ＲＥＩＴ・オープン（毎月決算型）Ｂコース（為替ヘッジなし） 4,389 16.68 17.68 2.22
7 ピクテ・グローバル・インカム株式ファンド（毎月分配型） 4,330 12.90 13.76 2.36
8 グローバルＡＩファンド 3,233 27.28 23.06 2.59
9 つみたて先進国株式 2,657 15.26 24.17 0.22
10 ロボット・テクノロジー関連株ファンド（年1回決算型）　−ロボテック(年1回）− 2,338 21.44 17.34 2.48
11 ダイワＪＰＸ日経4００ファンド� 2,257 12.82 15.78 1.16
12 ロボット・テクノロジー関連株ファンド　−ロボテック−　 2,183 21.40 17.31 2.48
13 ＨＳＢＣ�インド�オープン 2,183 17.87 26.70 2.86
14 三菱UFJライフセレクトファンド（安定成長型） 1,848 6.77 7.77 1.03
15 高金利先進国債券オープン（毎月分配型） 1,810 8.50 4.10 1.67
16 財産3分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 1,810 7.67 6.53 1.49
17 つみたて米国株式（Ｓ＆Ｐ５００） 1,543 12.54 9.86 0.22
18 グローバル好配当株オープン 1,518 13.05 22.07 1.85
19 eＭＡＸＩＳ　先進国株式インデックス 1,418 15.25 23.62 0.66
20 つみたて日本株式（日経平均） 1,401 15.63 15.39 0.20

預り残高上位20銘柄の加重平均 70,096 13.58 15.03 1.79

※�リスクは、過去5年間の月次リターンの標準偏差（年率換算）。�
リターンは、過去5年間のトータルリターン（年率換算）。�
コストは、販売手数料率（税込）の1/5と信託報酬率（税込）の合計値。

（2）投資信託の運用収支別顧客比率
　2025年3月末時点で67.1％のお客さまの運用収支がプラスとなりま
した。

運用収支比率 構成比（％）

50％以上 6.0

30％以上、50％未満 9.9

10％以上、30％未満 29.7

0％以上、10％未満 21.6

△10％以上、0％未満 29.0

△30％以上、△10％未満 3.3

△50％以上、△30％未満 0.2

△50％未満 0.3

合計 100.0

※�上記数値はあくまで過去の実績であり、将来の運用損益をお約束するものではあり
ません。

運用収支
プラス
67.1%

（4）ファンドラップの運用収支別顧客比率
　2025年3月末時点で95.6％のお客さまの運用収支がプラスとなりま
した。

（5）外貨建保険の運用収支別顧客比率
　2025年3月末時点で56.6％のお客さまの運用収支がプラスとなりま
した。

運用収支比率 構成比（％）

50％以上 0.3

30％以上、50％未満 3.9

10％以上、30％未満 20.1

0％以上、10％未満 32.3

△10％以上、0％未満 31.0

△30％以上、△10％未満 11.9

△50％以上、△30％未満 0.4

△50％未満 0.1

合計 100.0

運用収支
プラス
56.6%

運用収支比率 構成比（％）

50％以上 0.0

30％以上、50％未満 0.0

10％以上、30％未満 42.7

0％以上、10％未満 52.9

△10％以上、0％未満 4.4

△30％以上、△10％未満 0.0

△50％以上、△30％未満 0.0

△50％未満 0.0

合計 100.0

運用収支
プラス
95.6%
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リスク管理
　経済・金融のグローバル化や金融技術が一段と進展しビジネスチャンスが広がる一方で、金融機関が直面しているリ
スクはますます多様化・複雑化しております。当行では、地域社会及びお客さまとともに持続的に成長・発展していく
ために、適切なリスクテイクとリスクコントロールにつとめております。

◆リスクアペタイト・フレームワーク（RAF）
　当行では、事業戦略・財務計画の達成のために受け入れるリスクの種類及び量（リスクアペタイト）を明確にし、リスクをコントロー
ルする経営管理の枠組みとして「リスクアペタイト・フレームワーク」を導入しております。
　具体的には、取締役会にて、当行を取り巻くリスクのうち特に経営に重大な影響をもたらすリスク（以下、「トップリスク」という。）
を定め、その影響及び影響時期等を認識したうえで、起こり得るリスクシナリオを想定し、あらかじめ対応策を講じることでリスクの
回避・抑制を図るとともに、トップリスクを考慮した事業戦略の遂行により企業価値の向上に努めてまいります。

■トップリスク（2025年度）
リスク要因 リスクシナリオ 対応策

経
営
リ
ス
ク

BCPリスク

大規模災害、パンデ
ミック、システム障
害、その他業務継続
を妨げる事象の発生

・取引・サービスの停止
・当行の物的及び人的資本の毀損
・取引先の被災による与信費用の増加

・�業務継続体制（オペレーショナルレジリエンス
の確保、BCP等）の整備・強化

戦
略
リ
ス
ク

市場変動リスク

金利がある世界にお
ける競争の激化

・資産・負債構成の変化
・貸出シェアの低下、スプレッドの縮小
・イールドカーブ変化による損益影響

・�ALM機能、スプレッドバンキング制度の強化
・県内における当行プレゼンス向上

地政学リスク等を契
機とした金融市場の
急激な変動

・�市場の混乱（株価暴落等）に伴う有価証券評価
損益の悪化

・ALM機能の強化
・有価証券運用の安定化

技術変革リスク

社会・経済のデジタ
ルシフト加速

・他行への資金流出
・営業地域での当行の地盤低下

・�お客さまのDX化支援・新規ビジネスの創出
・非対面チャネルの充実
・データ利活用等
・店舗・業務のデジタル化
・DX人材の育成・採用

成長機会リスク

地域経済の縮小、地
域の少子化・高齢
化、人口減少

・�取引先数の減少によるビジネス規模の縮小
・�生産年齢人口の減少による個人取引（預金・
ローン）の減少

・�地方公共団体等との共創体制構築による「まち」
の活性化
・法人コンサルティング機能の強化
・�個人のお客さまの一生涯のライフデザインへの
伴走
・流動性リスク管理の強化

内向的・保守的な企
業風土

・従業員エンゲージメントの低下
・人材流出

・挑戦を後押しする企業風土の改革
・自律的なキャリア形成支援

（6）外貨建保険残高上位20銘柄のコスト・リターン一覧
残高順位 銘柄名 コスト（％） リターン（％）
1 四国の絆（きずな） 0.81 2.28
2 やさしさ、つなぐ 0.57 1.10
3 ロングドリームＧＯＬＤ3 0.97 4.38
4 ロングドリームＧＯＬＤ２ 0.89 5.53
5 しあわせ、ずっと 0.67 1.53
6 ロングドリームＧＯＬＤ 0.82 1.37
7 しあわせ、ずっと２ 1.04 4.61
8 プレミアレシーブ（外貨建） 0.49 2.76
9 三大陸 0.41 3.46
10 たのしみ、ずっと 0.57 1.64
11 積立利率金利連動型年金（米ドル建）年金額確定特約付 1.10 3.00
12 あしたの、よろこび 1.14 3.48
13 デュアルドリーム 1.21 1.96
14 アテナ 0.18 2.82
15 プレミアジャンプ２・終身（外貨建） 0.94 -1.18
16 プレミアカレンシー・プラス２ 0.79 3.30
17 外貨建・エブリバディプラス米 0.69 5.73
18 プレミアジャンプ・終身（外貨建） 0.72 0.99
19 プレミアジャンプ・年金（外貨建） 0.81 1.62
20 プレミアカレンシー3 0.84 1.80

残高上位20銘柄の加重平均 0.76 2.35
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